岡山市立香和中学校　中１数学：「線対称と点対称」デモ授業 2009,12,11
線対称と点対称－教科書の内容をどう深めるか―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者：市川伸一（Ｔ１）・難波文彦（Ｔ２）
　線対称と点対称についての概念的理解をはかることが本時の目標である。ここでいう概念的理解とは、「それぞれの定義を知ること」、「ある図形が線対称あるいは点対称かどうかの判断ができること」、「線対称、点対称の図形のもつ性質を理解していること」、「定義や性質に基づいて、線対称や点対称の図形をつくる方法がわかること」などが含まれる。自然界や人工物にも対称図形というのは多く見られ、デザインにも応用されることから、日常的にもなじみのある概念といえるだろう。

　しかし、実際には、線対称、点対称について、生徒たちが十分に理解しているとはいえないように思われる。まず、定義や性質について、あまり意識していないことが見られる。すなわち「なんとなく対称」という生わかり状態のままに留まっており、上記のような目標が十分達せられていないということである。確かに、教科書には、必要十分な情報が記載されているものの、その意味するところがよくわかっていないと思われるのである。
　そこで、本授業では、次のような具体的目標を立てることとした。
1 線対称と点対称の定義を明確にし、その定義に当てはまれば線対称あるいは点対称と言えることを理解し説明できること。
2 線対称と点対称は、背反ではなく、線対称かつ点対称の図形もあることを明確に理解し、判断できること。
3 線対称や点対称の定義や性質を応用して、それぞれの図形、さらに線対称かつ点対称の図形を生成することができること。
　本授業は、「教えて考えさせる授業」のデモ授業として行うので、次のような展開を考える。また、線対称は前時に学習しているが、本授業はあえて未習の点対称を線対称と対比しながら同時に扱うこととした。そのほうが、双方について理解を促すことになると思われるからである。
復習と予習：線対称および点対称について、教科書の該当ページを読み、よくわからないところには、付箋を貼ってくる。

教師からの説明：線対称と点対称に別名をつけることで、その定義を明確にする。（折ると重なる「オルトカサナール図形」、１８０度回すと重なる「マワストカサナール図形」）。それぞれの図形についての用語（対称の軸、対称の中心、対応する点など）と対称図形のもつ性質を確認する。線対称でも点対称でもある図形があることを認識させる。

理解確認：アルファベット２６文字について、線対称、点対称、線対称かつ点対称、どちらでもない、という４通りに分類させる。対称軸がいつも垂直とは限らないことや、間違いやすい図形に注意を促す。

理解深化：４象限に分割したマス目に、１象限分だけ図形を与え、全体として、線対称、点対称、線対称かつ点対称の図形を作る課題とする。ここでは、自力解決、協同解決を促すが、その作り方のポイントを確認して、定義と性質についての理解を深める。
	教師からの説明・課題提示・支援
	生徒の学習活動

	復習と予習
復習(p.120～121)と予習(p.122～123)
教師からの説明（１０分）

　線対称と点対称の比較
線対称　オルトカサナール図形

　　等脚台形で用語と性質の確認

　　対称の軸、対応する点

　　軸は線分ＡＢの垂直２等分線

　　軸により、合同な図形に分かれる
　　軸が垂直方向とは限らない！
　点対称　マワストカサナール図形

　平行四辺形で、用語と性質の確認

　　　対称の中心、対応する点
　　　対称の中心は線分ＡＢの中点

　　　中心を通る直線により、合同な図

形に分かれる
理解確認（１５分）

線対称、点対称、線対称かつ点対称

　ベン図の中に、アルファベットを分類

　　例、線対称　A B C D E K M T U 
点対称　N S Z
　　　線対称かつ点対称　H I O X
　　　どちらでもない　　F G J L P Q 
　p.122 の８つの図形を分類
理解深化（２０分）

　４象限中１つの象限だけ形を与える

線対称、点対称、線対称かつ点対称の

図形をつくってみよう

自己評価（５分）

時間があれば発表。


	教科書を通読し、わからない個所に付箋
ワークシートに補足しながらまとめる

まず自力解決

小グループ内での比較、答え合わせ
　まちがいやすいものを確認
　個人で解決／小グループでの協同解決。
　証明に必要なメモを残しておく

　全体での発表

今日の学習を振り返り、大事なこと、まだよくわからないことをまとめる。

授業についての意見、感想など


（　　）年　（　　）番　　名前　（　　　　　　　　　　　 ）　　（　　）班

「線対称と点対称」を理解しよう
知っておこう
　

■線対称と点対称の意味と性質（教科書の内容の整理）
　　　　　　　　　　線対称　　　　　　　　　　　　　　　　点対称

[image: image1.wmf][image: image2.wmf]
　　・軸は線分ＡＢの垂直２等分線　　　　　　　　・対称の中心は線分ＡＢの中点

　・軸により、２つの合同な図形に分かれる　　　・中心を通る直線により、２つの合同な

図形に分かれる

　　線対称でもあり、点対称でもある図形もある　（線対称かつ点対称な図形）
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[image: image6.wmf]
確かめよう
アルファベットを線対称、点対称に分類してみよう
　A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z
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　　　　　線対称だけ　　　線対称かつ点対称　　点対称だけ　　　線対称でも点対称でもない
深めよう
　線対称、点対称な図形をつくってみよう

　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに
（１）きょうの授業で、大事だと思ったことは何ですか。
（２）まだよく分からないことは何ですか。

（３）おもしろかったことは何ですか。

（４）おもしろくなかったことは何ですか。

（５）その他に、感想や意見があったら、ぜひ書いてください。

線対称





点対称
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まず、問題解決力診断課題をご説明します。各コンポーネントに対応して課題を作成しています。時間的な制約もありますので，特徴的なもののみ説明します。詳しい課題例はお手元の資料を見てください。



たとえば，数学的概念に関する知識を診断するために，数学的概念の説明課題を作成しています。例えば，この課題では，「逆数」の定義と具体例を記述式で説明させる問題を作成しました。



また，視覚的表現の自発的作成というコンポーネントを診断するために，比較的複雑な文章題で図や表を自ら作成しているかどうか評価する問題を作成しました。












